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の
で
残
り
の
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

  

南 

方 

飢 

餓 

戦 

場 

山
梨
県 

 

奥 
 
 

隆 

行 
 

 

  

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
三
月
三
十
一
日
、
山
梨

県
南
都
留
郡
谷
村
町
下
谷
に
お
い
て
出
生
。
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
商
学
部
三
学
年
に
進
む

と
「
九
月
繰
上
げ
卒
業
、
十
月
一
日
入
営
」
の
発
表
が
あ

り
、
近
衛
第
一
連
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。 

 

江
戸
城
の
名
残
を
留
め
る
田
安
門
を
入
る
と
、
中
は
こ

ん
な
広
い
所
が
あ
っ
た
か
と
思
う
ほ
ど
広
大
で
、
入
っ
て

左
に
将
校
集
会
所
が
あ
る
。
現
在
の
武
道
館
が
建
つ
と
こ

ろ
で
あ
る
。
内
務
班
の
こ
と
や
教
練
・
演
習
の
こ
と
は
省

略
す
る
。 

 

入
営
十
カ
月
も
す
れ
ば
下
士
官
に
な
る
幹
候
を
、
目
の

仇
に
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
程
度
の
良
い
近
歩
一

連
隊
に
は
「
幹
部
候
補
生
だ
か
ら
頑
張
れ
」
と
気
合
い
を

入
れ
ら
れ
は
し
た
が
、
幹
候
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
不
当

の
扱
い
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。 
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経
理
部
幹
候
の
試
験
は
難
関
で
「
帝
国
憲
法
に
つ
い
て

論
ぜ
よ
」
「
臨
時
軍
事
費
と
財
政
の
関
係
に
つ
い
て
論
ぜ

よ
」
の
二
題
中
一
題
の
選
択
で
、
私
は
後
者
を
選
択
、
解

答
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
七
月
一
日
、
甲
種
幹
部
候
補
生
と
し
て
陸

軍
経
理
学
校
に
入
校
し
た
。
経
理
部
幹
候
生
の
出
身
校
は
、

東
大
、
東
京
商
大
、
慶
大
、
早
大
、
地
方
帝
大
の
順
で
、

幹
候
に
な
っ
た
者
も
兵
科
に
進
め
ば
将
校
に
な
れ
る
人
材

ば
か
り
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
三
日
は
近
歩
一
の
満
七
十
年
の

軍
旗
祭
の
日
で
、
特
別
食
が
出
て
、
催
し
物
が
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
昭
和
十
八
年
七
月
一
日
、
陸
軍
経
理
学
校
入
学
、

第
一
中
隊
第
一
区
隊
長
は
、
そ
の
人
あ
り
と
知
ら
れ
た
及

川
中
尉
、
通
称
鬼
川
中
尉
で
、
近
衛
師
団
出
身
者
は
全
員

第
一
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
中
隊
長
は
陸
大
出
の
西
村
少

佐
、
指
導
見
習
士
官
に
一
期
先
輩
の
商
大
出
の
渡
辺
見
習

士
官
で
、
六
カ
月
の
経
理
部
将
校
と
し
て
の
教
育
が
始
ま

る
。 

 

 

中
隊
長
、
区
隊
長
は
兵
科
将
校
で
、
校
内
の
起
居
動
作

に
は
極
め
て
厳
格
、
演
習
も
初
年
兵
の
時
を
上
回
る
酷
し

さ
で
あ
る
。
軍
隊
経
理
の
学
科
と
軍
事
教
練
が
隔
日
に
行

わ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
教
練
は
週
二
回
に
な
り
、
経
理

の
学
科
に
主
力
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

学
科
は
糧
秣
、
被
服
等
を
主
題
と
し
金
銭
経
理
、
兵
器
、

営
繕
経
理
な
ど
隊
付
主
計
将
校
の
養
成
が
主
目
的
で
あ
っ

た
が
、
短
時
間
に
多
方
面
に
わ
た
る
授
業
が
多
く
余
り
記

憶
に
な
い
。
野
戦
帰
り
の
教
官
も
多
か
っ
た
の
で
野
戦
に

お
け
る
体
験
談
の
方
が
参
考
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

考
え
て
み
る
と
軍
隊
も
官
庁
で
あ
る
。
一
応
決
ま
り
切
っ

た
授
業
を
形
ど
お
り
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。 

 

教
科
書
に
よ
る
授
業
が
修
了
す
る
と
図
上
戦
術
と
い
っ

て
地
図
上
で
戦
闘
間
に
お
け
る
大
隊
付
主
計
の
糧
秣
、
弾

薬
等
の
補
給
及
び
炊
事
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
る
。
実

戦
的
で
、
こ
の
教
科
が
一
番
興
味
が
あ
っ
た
。
卒
業
間
際

に
教
官
が
「
戦
闘
間
は
主
計
は
大
隊
長
の
そ
ば
に
い
て
私

的
副
官
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ろ
、
戦
地
で
主
計
が
一
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番
苦
労
を
し
た
の
は
糧
秣
が
な
く
な
っ
た
時
の
こ
と
で
あ

る
。
一
日
と
し
て
食
べ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
。

文
字
通
り
腹
が
へ
っ
て
は
戦
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
演
習

の
方
も
教
練
か
ら
図
上
作
戦
に
移
っ
た
が
、
軍
隊
記
号
が

多
く
余
り
興
味
が
わ
か
な
か
っ
た
。 

  

起
床
六
時
か
ら
午
後
九
時
消
灯
の
間
、
訓
練
、
学
科
と

目
ま
ぐ
る
し
く
無
我
夢
中
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
昭
和
十

八
年
十
一
月
二
十
日
卒
業
、
各
任
地
別
に
見
習
士
官
の
服

装
で
初
め
て
軍
刀
を
つ
り
校
庭
に
整
列
す
る
。
学
校
長
・

迫
中
将
、
中
隊
長
、
区
隊
長
の
訓
辞
を
受
け
懐
か
し
の
校

門
を
後
に
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
僅
か
四
日
し
て
南
方
総
軍
転
属
者
は
、
十
一

月
二
十
四
日
宇
品
に
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
、
谷
村
に
帰
郷
し
、

二
日
間
家
族
と
の
団
欒
を
楽
し
ん
だ
。
一
日
余
裕
を
み
て

二
十
二
日
に
上
京
、
母
と
妹
に
見
送
ら
れ
東
京
駅
よ
り
一

路
宇
品
へ
向
か
う
。 

 

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
、
南
方
総
軍
に
転
属
の

同
期
生
百
二
十
人
は
全
員
無
事
宇
品
に
集
合
。
二
十
八
日

乗
船
、
た
だ
ち
に
出
帆
、
船
は
昭
和
十
一
年
建
造
の
三
井

船
舶
所
属
の
八
、
四
九
〇
ト
ン
、
十
九
・
三
ノ
ッ
ト
の
「
有

馬
丸
」
で
船
団
の
前
後
左
右
に
四
隻
の
駆
逐
艦
の
勇
姿
が

あ
り
、
船
団
は
十
隻
位
と
記
憶
す
る
。
船
倉
の
い
わ
ゆ
る

カ
イ
コ
棚
の
居
住
区
は
三
畳
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
五
人
ほ

ど
押
し
込
ま
れ
た
。
着
の
み
着
の
ま
ま
、
救
命
胴
衣
を
枕

に
横
に
な
る
わ
け
だ
が
、
夜
中
に
便
所
に
行
っ
た
り
す
る

と
横
に
な
る
隙
間
も
な
く
な
る
。
煙
草
の
煙
と
人
い
き
れ

で
、
い
た
た
ま
れ
ず
時
々
甲
板
に
出
て
深
呼
吸
を
す
る
の

だ
が
寒
く
て
長
居
は
で
き
な
い
。 

 

沖
縄
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
は
甲
板
に
出
て
ご
ろ
寝
を
し
た
。

玄
界
灘
を
過
ぎ
沖
縄
、
東
シ
ナ
海
は
無
事
通
過
、
バ
シ
ー

海
峡
に
入
る
と
大
荒
れ
の
天
候
と
な
り
、
そ
の
間
「
潜
水

艦
警
報
」
が
発
令
さ
れ
、
見
習
士
官
は
交
替
で
対
潜
監
視

の
任
に
就
く
。
眼
鏡
で
海
面
を
熟
視
す
る
の
だ
が
暗
く
て

何
も
見
え
な
い
。
潜
望
鏡
と
魚
雷
の
航
跡
を
見
て
報
告
す

る
の
だ
が
、
海
軍
の
兵
隊
で
は
な
く
、
見
た
こ
と
も
な
い

も
の
が
わ
か
る
わ
け
が
な
い
。 

 
こ
ん
な
日
が
幾
日
続
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
朝
、
目
が
覚
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め
て
み
る
と
西
側
水
平
線
に
細
長
く
陸
地
が
見
え
る
。
マ

レ
ー
半
島
で
あ
る
。
「
こ
こ
ま
で
来
る
と
も
う
安
心
で
す

よ
」
船
員
が
教
え
て
く
れ
る
。
埠
頭
に
働
く
半
裸
の
白
、

黒
、
褐
色
の
苦
力
た
ち
を
眺
め
、
初
め
て
見
る
異
国
情
緒

に
浸
り
な
が
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
上
陸
す
る
。
内
地
出
帆

後
十
七
日
目
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。 

  

早
速
、
南
方
総
軍
経
理
部
に
出
頭
、
着
任
の
申
告
、
森

中
将
が
涙
を
流
し
て
我
々
の
到
着
を
祝
福
し
て
下
さ
っ
た
。

森
中
将
は
経
理
学
校
の
俊
才
で
第
一
次
欧
州
大
戦
時
下
の

「
英
国
戦
時
財
政
」
の
研
究
で
経
済
学
博
士
の
持
主
と
し

て
知
ら
れ
た
人
で
す
。
ま
た
経
理
部
勤
務
の
先
輩
将
校
が
、

我
々
の
被
服
の
程
度
の
悪
さ
に
驚
き
、
新
品
の
兵
用
の
夏

衣
袴
と
編
上
靴
を
支
給
、
交
換
し
て
く
れ
た
。
現
地
製
の

任
官
後
に
着
用
で
き
る
開
襟
の
上
衣
、
軍
袴
を
心
配
し
て

く
れ
た
こ
と
も
忘
れ
難
い
思
い
出
で
あ
る
。 

 

私
は
同
期
生
七
人
と
第
十
九
軍
司
令
部
付
を
命
ぜ
ら
れ

た
が
「
第
十
九
軍
司
令
部
は
ア
ン
ボ
ン
島
ア
ン
ボ
ン
に
在

り
」
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
ア
ン
ボ
ン
島
と
は

一
体
ど
こ
な
の
か
」
と
司
令
部
の
大
広
間
に
吊
る
し
て
あ

る
大
き
な
世
界
地
図
で
探
す
と
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

す
ぐ
西
に
あ
る
小
さ
な
島
で
あ
る
。
「
こ
れ
で
は
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
と
五
十
歩
百
歩
だ
。
え
ら
い
所
へ
飛
ば
さ
れ
た
も

の
よ
」
と
思
っ
た
。 

 

早
速
、
船
舶
司
令
部
に
行
き
、
ア
ン
ボ
ン
行
船
舶
の
出

発
予
定
を
尋
ね
る
と
、
ジ
ャ
ワ
の
ス
ラ
バ
ヤ
よ
り
出
帆
す

る
の
で
、
ま
ず
ジ
ャ
ワ
に
渡
る
こ
と
。
ジ
ャ
ワ
行
の
船
は

十
二
月
三
十
一
日
出
帆
す
る
の
で
三
十
日
乗
船
す
る
よ
う

指
示
を
受
け
る
。
「
諸
君
が
無
事
ア
ン
ボ
ン
ま
で
着
け
る

か
ど
う
か
が
問
題
だ
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
が
陷
ち
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
戦
線
の
激
闘
に
伴
い
、
そ
の
補
給
基
地
で
あ
る
ア
ン

ボ
ン
は
連
日
連
夜
の
空
襲
で
、
ア
ン
ボ
ン
行
の
船
は
八
十

パ
ー
セ
ン
ト
は
沈
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
」
と
。 

 

乗
船
の
日
が
近
づ
き
宿
舎
「
南
溟
閣
」
で
は
餅
つ
き
が

始
ま
り
、
我
々
は
餅
つ
き
の
音
を
う
ら
め
し
く
聞
き
な
が

ら
十
二
月
三
十
日
、
豪
北
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
チ
モ
ー
ル
、

ジ
ャ
ワ
に
赴
任
す
る
一
行
四
十
人
は
輸
送
船
「
橘
丸
」
に
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乗
船
し
た
。
出
航
間
際
に
、
南
方
軍
総
司
令
部
付
と
な
っ

た
坂
本
春
吉
君
（
京
大
出
）
が
一
人
駆
け
付
け
て
く
れ
、

桟
橋
の
欄
干
に
飛
び
乗
り
、
抜
刀
し
て
「
棒
ゲ
刀
」
の
礼

で
我
々
を
見
送
っ
て
く
れ
た
。 

  

一
夜
明
け
る
と
ス
マ
ト
ラ
の
パ
レ
ン
バ
ン
に
入
港
。
昭

和
十
九
年
一
月
一
日
を
、
我
々
は
油
田
の
町
パ
レ
ン
バ
ン

で
迎
え
た
。
約
半
日
の
停
泊
で
翌
朝
無
事
ジ
ャ
ワ
島
ジ
ャ

カ
ル
タ
に
到
着
、
ホ
テ
ル
「
デ
ス
・
イ
ン
デ
ス
」
に
宿
泊

す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
豪
華
ホ
テ

ル
で
あ
る
。 

 

停
車
場
司
令
部
に
行
き
聞
い
た
と
こ
ろ
、
明
日
正
午
ス

ラ
バ
ヤ
行
き
の
列
車
に
乗
る
よ
う
に
と
。
ジ
ャ
ワ
横
断
の

列
車
は
薪
で
走
る
旧
式
な
も
の
だ
が
、
一
等
車
は
窓
が
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
が
は
ま
り
、
外
か
ら
は
内
の

様
子
が
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
冷
房
車

で
あ
る
。
当
時
内
地
に
は
冷
房
車
は
な
か
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
二
日
、
乗
船
命
令
が
下
り
、
ア

ン
ボ
ン
へ
の
七
日
間
の
航
海
と
思
い
き
や
、
な
か
な
か
出

帆
し
な
い
。
乗
船
後
三
日
目
に
日
直
士
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

翌
日
、
「
白
山
丸
」
は
静
か
に
ス
ラ
バ
ヤ
桟
橋
を
離
れ
た
。

毎
時
八
ノ
ッ
ト
の
低
速
で
ア
ン
ボ
ン
に
は
二
月
二
日
早
朝

に
着
い
た
。 

 

ア
ン
ボ
ン
島
は
東
経
一
二
八
度
、
南
緯
四
度
に
位
置
す

る
小
島
で
、
日
本
の
奄
美
大
島
よ
り
少
し
大
き
い
。
人
口

は
当
時
五
万
余
、
島
に
日
本
軍
が
上
陸
し
た
の
は
昭
和
十

七
年
一
月
二
十
一
日
、
陸
軍
一
個
連
隊
、
海
軍
陸
戦
隊
の

総
勢
三
千
人
余
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ボ
ン
占
領
後
一
年
後
の

昭
和
十
八
年
一
月
七
日
、
第
五
師
団
第
四
十
八
師
団
を
隷

下
に
第
十
九
軍
が
編
成
さ
れ
た
。
ア
ン
ポ
ン
人
は
勤
勉
で

優
秀
、
日
本
人
の
性
格
に
よ
く
似
て
お
り
、
あ
と
少
し
で

終
わ
り
そ
う
な
仕
事
は
、
や
り
終
わ
っ
て
か
ら
休
憩
す
る

と
い
う
ふ
う
で
あ
る
。 

  

ス
リ
ー
に
貨
物
廠
が
あ
り
、
薬
剤
部
の
夏
目
薬
剤
少
尉

が
蒸
留
工
場
を
作
り
、
白
い
幹
の
葉
を
蒸
留
し
て
作
る
油
、

白
樺
の
木
の
よ
う
に
ミ
ニ
ヤ
（
油
）
を
作
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
現
地
人
に
と
っ
て
は
頭
が
痛
い
か
ら
と
言
っ
て
は
頭
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に
塗
り
、
腹
が
痛
い
か
ら
と
言
っ
て
腹
に
塗
り
、
切
り
傷

に
塗
り
、
虫
除
け
だ
と
言
っ
て
身
体
全
体
に
塗
る
万
能
薬

で
あ
る
。 

 
今
ま
で
貨
物
廠
勤
務
だ
っ
た
が
今
度
は
自
分
が
長
と
な

り
醸
造
工
場
を
作
る
の
だ
が
、
日
本
人
は
私
以
下
、
高
等

官
尉
官
待
遇
の
篠
原
技
師
と
下
士
官
待
遇
の
嶋
技
手
、
渡

辺
雇
員
の
四
人
で
、
外
に
ス
ラ
バ
ヤ
苦
力
二
十
人
程
で
あ

る
。
せ
め
て
下
士
官
一
人
、
兵
五
人
は
欲
し
い
と
本
部
に

要
求
す
る
と
「
貨
物
廠
に
そ
ん
な
余
分
の
兵
力
は
な
い
」

の
一
言
。
そ
れ
で
も
と
兵
隊
代
わ
り
に
兵
補
を
つ
け
て
く

れ
た
。
兵
補
は
旧
オ
ラ
ン
ダ
軍
の
傭
兵
で
訓
練
、
教
育
さ

れ
、
日
本
軍
に
あ
っ
て
は
日
本
兵
の
不
足
を
補
う
要
員
で

使
役
や
衛
兵
、
倉
庫
番
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

 

篠
原
技
師
は
阪
大
醸
造
科
の
出
で
手
先
が
器
用
で
、
現

地
人
の
ブ
リ
キ
屋
を
相
手
に
蒸
留
器
を
作
っ
た
り
ハ
ン
ダ

付
け
を
し
た
。
嶋
さ
ん
は
篠
原
さ
ん
を
助
け
、
麹
室
の
建

設
に
懸
命
、
渡
辺
雇
員
は
篠
原
さ
ん
嶋
さ
ん
の
仕
事
を

黙
々
と
手
伝
っ
て
い
た
。
蒸
留
、
麹
室
の
建
設
、
麹
の
作

成
は
篠
原
、
嶋
に
委
せ
、
私
は
醸
造
タ
ン
ク
の
作
成
に
没

頭
す
る
。
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
水
槽
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
モ

ロ
ミ
タ
ン
ク
を
半
地
下
に
二
本
並
ん
だ
形
に
造
り
、
さ
ら

に
一
メ
ー
ト
ル
角
に
仕
切
っ
た
タ
ン
ク
と
し
た
。 

 

味
噌
、
醤
油
の
仕
事
は
単
純
で
、
嶋
さ
ん
が
一
人
で
兵

補
と
苦
力
を
使
い
作
業
は
順
調
に
進
ん
だ
。
篠
原
さ
ん
は

椰
子
酒
の
蒸
留
に
か
か
り
、
若
干
の
資
材
は
内
地
よ
り
、

足
り
な
い
部
品
は
自
分
で
作
り
、
蒸
留
装
置
が
出
来
上
が

っ
た
。
椰
子
酒
は
火
を
つ
け
る
と
青
い
炎
を
あ
げ
て
燃
え

る
。
夏
目
少
尉
の
と
こ
ろ
で
再
蒸
留
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
の

代
用
品
を
作
っ
た
。 

  

私
が
ス
リ
ー
に
赴
任
し
た
当
時
は
貨
物
廠
も
物
資
が
豊

富
で
、
働
き
に
来
て
い
る
村
民
に
も
米
や
砂
糖
、
石
鹸
な

ど
支
給
し
た
の
で
、
村
民
も
な
つ
き
安
心
し
て
自
分
達
の

宿
舎
に
も
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

私
は
主
計
将
校
と
し
て
南
方
第
一
線
に
あ
っ
て
思
う
こ

と
は
、
日
本
人
は
な
ぜ
気
候
、
風
土
、
人
情
の
違
う
外
国

に
来
て
ま
で
味
噌
、
醤
油
と
日
本
食
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
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魚
を
獲
れ
ば
サ
シ
ミ
に
し
て
食
べ
た
い
と
か
、
身
の
し
ま

っ
た
サ
シ
ミ
を
醤
油
と
ワ
サ
ビ
を
つ
け
て
食
べ
る
か
ら
美

味
し
い
の
で
あ
っ
て
、
皮
ば
か
り
固
く
水
分
の
多
い
身
の

し
ま
ら
な
い
魚
な
ど
う
ま
い
わ
け
が
な
い
。
唐
揚
げ
に
す

る
と
結
構
い
け
る
。
パ
サ
パ
サ
の
米
も
焼
き
飯
に
し
た
り

カ
レ
ー
に
し
た
り
椰
子
の
実
の
コ
プ
ラ
の
搾
り
汁
で
炊
い

た
り
、
ク
ミ
ン
（
大
黄
）
を
入
れ
た
り
す
れ
ば
美
味
で
あ

る
。 

 

味
噌
、
醤
油
作
り
も
軌
道
に
乗
り
、
若
干
暇
も
で
き
た

の
で
椰
子
油
の
製
造
に
着
手
す
る
。
ス
リ
ー
は
海
岸
地
帯

で
一
面
に
成
熟
し
た
椰
子
の
実
が
落
ち
て
い
る
。
「
拾
っ

て
い
い
か
」
と
聞
く
と
「
か
ま
わ
な
い
」
と
言
う
の
で
子

供
に
毎
日
拾
っ
て
こ
さ
せ
、
一
斗
缶
を
切
っ
て
釘
で
穴
を

開
け
て
作
っ
た
オ
ロ
シ
金
で
コ
プ
ラ
を
す
り
お
ろ
し
、
大

鍋
で
煮
詰
め
て
椰
子
の
油
製
造
に
着
手
し
た
。
椰
子
の
殻

か
ら
コ
プ
ラ
を
取
り
出
す
の
は
大
変
な
仕
事
だ
が
兵
補
は

簡
単
に
む
い
て
い
た
。 

  

あ
る
日
、
井
上
廠
長
が
佐
藤
部
長
を
連
れ
、
工
場
視
察

に
訪
れ
、
短
期
間
に
味
噌
、
醤
油
、
椰
子
油
の
製
造
に
成

功
し
た
の
み
な
ら
ず
、
椰
子
油
も
大
量
に
作
っ
た
の
で
経

理
部
長
に
お
褒
め
に
あ
ず
か
っ
た
の
か
御
機
嫌
が
よ
か
っ

た
。
自
分
も
若
干
得
意
に
な
っ
て
、
マ
レ
ー
語
を
使
い
、

兵
補
苦
力
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
の
が
佐
藤
少

佐
の
目
に
と
ま
り
、
後
に
佐
藤
少
佐
を
長
と
す
る
貨
物
廠

セ
ラ
ム
支
廠
建
設
の
先
遣
隊
に
、
マ
レ
ー
語
の
達
者
な
青

年
将
校
と
し
て
先
発
す
る
こ
と
と
な
る
。
私
は
ス
リ
ー
に

お
い
て
七
月
一
日
少
尉
に
任
官
し
た
。 

 

七
月
中
旬
頃
と
思
う
が
佐
藤
少
佐
の
訓
辞
の
後
、
大
発

（
自
動
車
）
に
乗
り
込
み
、
敵
戦
闘
機
の
襲
撃
を
避
け
な

が
ら
、
夜
陰
に
乗
じ
対
岸
の
カ
イ
ラ
イ
ト
に
上
陸
す
る
予

定
で
、
我
々
先
発
隊
は
佐
藤
少
佐
、
樋
口
少
尉
と
私
の
将

校
三
人
、
兵
隊
約
五
十
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
カ
イ
ラ
イ
ト

に
は
僅
か
一
時
間
強
の
航
行
で
着
い
た
。 

 

翌
日
か
ら
樋
口
少
尉
と
倉
庫
建
設
適
地
を
求
め
て
付
近

を
偵
察
す
る
。
な
か
な
か
な
い
。
な
る
べ
く
桟
橋
の
近
く

に
求
め
る
も
適
当
な
場
所
も
な
く
、
宿
舎
近
く
の
遮
蔽
地

と
し
た
が
、
意
外
に
湿
地
で
丸
太
を
幾
重
に
も
重
ね
て
搬
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入
路
を
作
る
な
ど
困
難
を
極
め
た
。
作
業
を
終
え
、
宿
舎

で
ひ
と
寝
入
り
す
る
と
、
夜
半
電
話
で
「
食
糧
を
積
ん
だ

貨
物
廠
の
大
発
が
着
い
た
の
で
荷
揚
げ
に
来
る
よ
う
に
」

と
。
疲
れ
て
い
た
が
荷
揚
げ
を
す
る
。 

 

当
時
ま
だ
米
が
あ
っ
た
の
で
米
飯
で
、
カ
イ
ラ
イ
ト
周

辺
に
は
住
民
が
少
な
く
、
野
菜
の
入
手
が
で
き
ず
、
毎
日

大
根
の
切
干
し
、
カ
ボ
チ
ャ
の
味
噌
汁
ぐ
ら
い
で
、
体
力

の
衰
え
が
自
分
で
も
わ
か
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

 

あ
る
日
、
佐
藤
少
佐
よ
り
樋
口
少
尉
と
と
も
に
呼
ば
れ
、

出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
「
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
在
る
第
二

軍
の
貨
物
廠
要
員
が
ア
ン
ボ
ン
ま
で
き
た
が
、
戦
況
悪
化

に
よ
り
赴
任
で
き
ず
、
今
般
、
第
十
九
軍
貨
物
廠
の
指
揮

下
に
入
る
べ
し
、
よ
っ
て
当
カ
イ
ラ
ト
支
廠
の
業
務
を
彼

ら
に
委
ね
、
佐
藤
隊
は
セ
ラ
ム
島
ピ
ル
に
あ
る
本
廠
に
戻

る
」
こ
と
と
な
る
。
「
奥
少
尉
は
ア
ン
ボ
ン
島
に
至
り
、
高

杉
少
佐
を
当
地
に
案
内
、
同
少
佐
の
指
揮
を
受
け
よ
」
と

い
う
こ
と
で
、
私
一
人
が
カ
イ
ラ
ト
支
廠
に
残
る
こ
と
と

な
る
。 

 

仮
設
倉
庫
の
建
設
と
並
行
し
て
、
さ
ら
に
奥
地
の
山
中

の
ホ
ニ
テ
イ
ト
の
倉
庫
建
設
も
進
み
、
そ
こ
に
移
る
。
ホ

ニ
テ
イ
ト
で
の
最
初
の
仕
事
は
農
場
の
適
地
を
求
め
る
こ

と
で
あ
っ
た
が
な
く
、
あ
い
に
く
マ
ラ
リ
ア
に
冒
さ
れ
四

〇
度
の
高
熱
が
出
る
。
食
欲
の
減
退
で
苦
し
ん
だ
が
、
熱

が
下
が
り
、
そ
う
す
れ
ば
将
校
は
い
つ
ま
で
も
休
ん
で
い

る
わ
け
に
い
か
な
い
。
早
速
高
杉
少
佐
に
呼
ば
れ
「
奥
少

尉
は
ワ
イ
ト
バ
ル
に
至
り
農
場
の
開
拓
に
当
た
れ
」
と
。 

  

十
一
月
の
初
め
頃
、
兵
七
人
、
農
業
指
導
員
の
軍
属
二

人
、
防
衛
隊
よ
り
派
遣
の
横
山
上
等
兵
の
指
導
す
る
兵
補

三
十
人
が
総
員
で
、
農
場
の
方
は
伐
採
用
具
の
不
足
と
伐

採
し
た
生
木
が
な
か
な
か
燃
え
な
い
の
に
苦
心
し
た
。 

 

原
住
民
の
芋
は
ツ
ル
が
伸
び
、
葉
ば
か
り
繁
茂
し
、
収

量
の
少
な
い
芋
で
あ
る
。
海
軍
農
場
の
芋
の
栽
培
を
学
び
、

苗
を
分
け
て
貰
い
栽
培
す
る
こ
と
と
す
る
。「
沖
縄
百
号
」

と
言
う
苗
の
植
付
け
は
成
功
し
、
そ
れ
に
植
え
付
け
時
期

は
な
く
い
つ
植
え
て
も
よ
く
便
利
で
あ
る
。
次
に
収
穫
期

は
遅
い
が
収
量
も
あ
り
、
さ
つ
ま
芋
よ
り
美
味
の
タ
ピ
オ

カ
芋
の
植
え
付
け
を
実
施
し
、
五
カ
月
後
に
は
自
活
の
目
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安
が
つ
い
た
。 

 

こ
れ
で
も
ま
だ
安
心
が
で
き
な
い
の
で
、
サ
ゴ
椰
子
の

澱
粉
を
作
る
計
画
を
立
て
た
。
彼
ら
の
サ
ゴ
を
採
取
す
る

と
彼
ら
の
食
料
を
横
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
他
の

場
所
の
サ
ゴ
椰
子
林
を
探
す
。
探
し
当
て
た
所
の
所
有
者

で
あ
る
中
国
人
村
長
の
同
意
を
得
て
、
早
速
村
民
五
人
程

を
頼
み
採
取
に
か
か
る
。
ど
こ
で
聞
い
て
来
る
の
か
遠
く

の
集
落
か
ら
野
菜
と
交
換
し
て
く
れ
と
サ
ゴ
澱
粉
を
も
ら

い
に
く
る
。
ニ
ュ
ー
ス
の
電
波
の
速
さ
に
驚
く
。 

 

本
部
の
糧
秣
も
底
を
つ
き
、
昭
和
十
九
年
の
末
頃
か
ら

米
も
余
り
貰
え
な
い
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
サ
ゴ
澱
粉
の
お

陰
で
困
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
正
月
に
、
海
軍
か
ら
餅
米
の
特
配
を
受
け

た
が
餅
が
搗
け
る
わ
け
が
な
し
、
原
住
民
の
真
似
を
し
て

竹
筒
に
入
れ
蒸
し
強
飯
に
し
て
食
べ
た
が
美
味
し
か
っ
た
。

こ
れ
が
飯
ら
し
い
飯
を
食
べ
た
最
後
だ
と
思
う
。
サ
ゴ
澱

粉
、
さ
つ
ま
芋
、
里
芋
、
南
瓜
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
タ
ピ

オ
カ
芋
な
ど
を
主
食
と
し
米
の
生
活
と
は
お
さ
ら
ば
で
あ

る
。 

 

一
カ
月
に
三
～
四
頭
の
猪
か
鹿
の
肉
を
食
べ
、
油
は
椰

子
油
、
そ
の
間
、
鳥
や
コ
ウ
モ
リ
、
な
ま
け
も
の
の
肉
を

食
べ
、
川
で
採
っ
た
小
魚
、
川
蝦
を
食
べ
て
い
た
の
で
脂

肪
、
蛋
白
質
は
足
り
る
。 

 

七
月
中
旬
頃
、
今
度
は
本
廠
の
ピ
ル
に
戻
る
よ
う
に
と

の
命
令
あ
り
、
カ
イ
ラ
イ
ト
か
ら
原
住
民
の
漕
ぐ
丸
木
の

小
舟
で
ピ
ル
に
行
く
。
本
部
に
行
く
と
貨
物
廠
の
看
板
は

な
く
池
田
隊
の
看
板
が
あ
り
、
ア
ン
ボ
ン
時
代
の
将
校
は

い
な
か
っ
た
。
同
期
の
堀
君
か
ら
「
日
本
も
い
よ
い
よ
最

後
ら
し
い
ぞ
」
と
話
を
聞
き
、
数
日
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る

と
「
ル
モ
リ
」
農
場
主
任
の
辞
令
を
も
ら
っ
た
。 

 

本
部
か
ら
近
い
農
場
は
サ
ツ
マ
と
タ
ピ
オ
カ
の
畑
で
、

成
育
上
が
ら
ず
、
新
た
に
農
地
拡
大
の
兵
力
も
な
く
収
穫

と
補
植
で
手
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
篠
原
技
師
が
相
変
わ
ら

ず
醸
造
部
で
ソ
ピ
ー
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
を
訪
ね

た
り
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
た
。
堀
君
が
訪
ね
て
来
て
「
ど

う
も
戦
争
は
終
わ
っ
た
ら
し
い
。
通
信
隊
の
将
校
の
話
だ

か
ら
間
違
い
な
い
と
」
の
こ
と
。
そ
れ
が
八
月
二
十
日
で

あ
っ
た
か
記
憶
が
な
い
。 
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セ
ラ
ム
島
に
は
無
疵
の
第
五
師
団
数
万
が
健
在
で
、
む

ざ
む
ざ
降
伏
の
必
要
も
な
い
と
思
っ
た
が
「
あ
あ
こ
れ
で

助
か
っ
た
。
生
き
て
帰
れ
る
ぞ
」
と
の
思
い
が
一
番
先
に

心
に
浮
か
ん
だ
。 

 

終
戦
後
、
連
合
軍
の
命
令
で
住
民
と
の
交
渉
は
禁
止
さ

れ
た
が
、
彼
ら
が
進
駐
し
て
い
る
で
な
し
、
原
住
民
は
私

達
の
所
へ
出
入
り
し
て
い
た
。
な
い
と
言
っ
て
も
貨
物
廠

の
倉
庫
で
あ
る
。
石
鹸
が
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
食
糧
は

底
を
つ
い
て
い
た
が
石
鹸
は
腐
る
程
あ
る
。
そ
れ
も
高
級

の
ラ
ッ
ク
ス
だ
。
彼
ら
の
日
当
は
石
鹸
だ
。
野
菜
、
雉
、

猪
な
ど
交
換
と
言
っ
て
食
べ
切
れ
な
い
の
で
無
償
交
付
す

る
。 

  

セ
ラ
ム
島
の
原
住
民
の
食
料
、
食
品
に
つ
い
て
簡
単
に

述
べ
る
と
、
一
番
な
く
て
困
る
も
の
は
塩
で
あ
る
。
海
岸

端
の
中
国
人
が
海
水
か
ら
煮
詰
め
て
作
る
粗
塩
を
物
交
し

て
取
得
し
、
蛋
白
質
は
猪
、
鹿
肉
は
脂
肪
が
少
な
く
う
ま

く
な
い
。
ク
ス
ク
ス
樹
の
上
に
住
ん
で
い
る
ナ
マ
ケ
モ
ノ

は
若
干
草
臭
い
が
、
大
型
の
猫
位
の
大
き
さ
の
も
の
を
丸

の
ま
ま
燻
製
に
し
て
食
す
る
。
ト
カ
ゲ
は
雉
の
肉
と
そ
っ

く
り
、
白
く
て
く
せ
も
な
く
美
味
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ー
ン
・

タ
ウ
ン
は
雉
の
倍
位
の
大
き
さ
で
肉
は
あ
ま
り
お
い
し
く

な
い
。 

 

川
魚
は
原
住
民
は
竹
製
梁
で
小
魚
を
採
る
。
鰻
は
腕
の

太
さ
位
も
あ
り
、
五
尺
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。
錦
蛇
は

焼
い
て
食
べ
、
海
岸
近
く
の
原
住
民
は
亀
を
と
り
、
た
ま

に
鮫
を
食
す
る
。
タ
ピ
オ
カ
、
サ
ツ
マ
、
里
芋
、
椰
子
か

ら
澱
粉
を
、
砂
糖
椰
子
か
ら
黒
色
水
飴
状
の
甘
味
、
油
も

コ
プ
ラ
か
ら
、
タ
ピ
オ
カ
芋
は
内
地
で
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
木
の
根
が
芋
と
い
う
不
思
議
な
芋
で
、
桑
の
枝
の
よ

う
に
一
本
す
ー
っ
と
伸
び
た
幹
を
一
尺
位
の
長
さ
に
切
っ

て
土
に
さ
し
て
お
く
と
根
が
出
て
芋
に
な
る
。
味
は
栗
の

よ
う
で
美
味
、
収
穫
し
な
け
れ
ば
そ
の
分
土
中
で
大
き
く

な
る
。
さ
つ
ま
芋
は
南
方
原
産
で
、
年
が
ら
年
中
栽
培
出

来
る
カ
ス
ビ
の
葉
は
、
日
干
し
て
お
茶
と
し
て
飲
ん
で
い

る
。 

 

原
住
民
は
芋
を
ふ
か
す
時
、
竹
を
一
節
切
っ
て
来
て
洗

っ
た
芋
を
入
れ
葉
で
蓋
を
し
て
火
に
立
て
掛
け
、
竹
を
廻
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し
な
が
ら
火
を
燃
や
す
。
竹
の
水
分
で
芋
が
ふ
け
る
、
お

い
し
い
。 

  
川
原
に
近
い
砂
地
で
は
落
花
生
も
良
く
で
き
た
。
原
住

民
は
な
ぜ
か
胡
瓜
、
ウ
リ
は
作
っ
て
い
た
よ
う
で
、
ま
た

葉
菜
類
も
作
っ
て
い
な
い
。
さ
つ
ま
芋
の
葉
、
自
生
の
春

菊
、
湿
地
を
好
む
カ
ン
コ
ン
、
椰
子
の
若
芽
、
食
べ
ら
れ

る
木
の
若
葉
を
食
べ
て
い
た
。 

 

バ
ナ
ナ
が
主
食
の
よ
う
に
思
え
た
。
海
岸
の
原
住
民
な

ど
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
に
バ
ナ
ナ
二
、
三
本
で
朝
食
に
し
て
い

る
。
種
類
が
多
く
、
お
い
し
く
な
い
バ
ナ
ナ
は
、
皮
を
む

き
縦
に
薄
く
切
っ
て
唐
揚
げ
に
す
る
と
、
煎
餅
の
よ
う
に

パ
リ
パ
リ
し
て
生
で
食
べ
る
よ
り
美
味
で
あ
る
。 

 

野
生
の
パ
パ
イ
ヤ
も
あ
っ
た
が
、
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
位
の
大

き
さ
に
し
か
な
ら
ず
葉
を
茹
で
て
汁
を
飲
み
、
葉
を
食
べ
、

マ
ラ
リ
ア
の
薬
だ
と
言
っ
て
い
た
。
非
常
に
苦
い
ら
し
く

顔
を
し
か
め
て
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
い
た
。
キ
ニ
ー

ネ
の
よ
う
な
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

現
地
の
茄
子
は
白
緑
色
で
、
大
型
で
皮
は
固
く
、
余
り

美
味
し
く
な
か
っ
た
。
冬
が
な
い
の
で
枯
れ
ず
育
つ
の
で
、

二
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
木
の
よ
う
で
、
日
本
種
の
茄
子
が

お
い
し
い
と
。 

 

以
上
、
南
方
離
島
に
お
け
る
現
地
自
活
の
状
況
と
、
現

地
人
の
食
料
事
情
を
簡
単
に
述
べ
た
が
、
敵
が
上
陸
し
て

一
度
戦
闘
状
況
に
入
れ
ば
た
ち
ま
ち
食
糧
難
で
自
滅
の
ほ

か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

ア
ン
ボ
ン
上
陸
以
来
一
度
も
内
地
か
ら
の
便
り
な
く
、

ま
た
内
地
に
手
紙
を
出
す
術
も
な
く
、
離
島
に
お
け
る
敗

戦
は
、
玉
砕
し
か
な
い
戦
況
を
兵
隊
は
知
っ
て
い
た
。
が

そ
こ
に
は
ギ
ス
ギ
ス
し
た
空
気
は
な
く
、
朗
ら
か
で
、
明

る
く
、
い
つ
も
い
つ
も
話
し
合
っ
て
い
た
。
悪
人
は
い
な

い
、
善
人
ば
か
り
、
私
は
本
当
に
誰
も
死
な
せ
な
い
で
内

地
に
連
れ
て
帰
り
た
い
と
幾
度
も
思
っ
た
。 




